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「音声入力できる電子カルテ」

NTTデータ ＆ ソフトウェア・サービス



音声入力できる電子カルテの開発





成果まとめ

◆ 変換率

2020年 70％
↓

2022年約95％

◆ 文字変換

サーバー上での変換
↓

リアルタイムテキスト
変換

◆ 実証病床数

2020年 1部署
↓

2022年 9部署
（年度末：21部署）

◆ 画像記録

◆ 非接触型医療提供



「構造化できる電子カルテ」

TXP Medical ＆ NTTデータ





成果まとめ

◆ 音声入力◆地域連携◆迅速な救急対応

地域の基幹病院として、より役割発揮できる！

救急車受け入れ台数：11,689台/年：全国2位（令和3年度）

救急隊申し送り時間：約2分短縮

救急車：約1000件/月 → 約34時間/月削減！（救急隊・当院スタッフ共に）

当院入力時間：約2分短縮/患者 →救急患者約1,300名

約43時間/月削減！



「入院前説明 タブレット型ロボット」

日立製作所

「手術前麻酔科説明 Drアバター」

・ BIPROGY



- 事務 - 台数3台

新規入院前のIC

使用件数：20,247件（使用率：95％）

導入前 導入後

平均時間 6分 3分

月平均患者数：約800名
40時間削減！

2022.10.31 時点

タブレット型ロボットの活用 1



タブレット型ロボットの活用 2

- 看護 - 台数5台

（初回）冠動脈造影・経皮的冠動脈形成術IC
使用件数：1,500件（使用率：100％）

導入前 導入後

平均時間 18分 12分

月平均患者数：90名
9時間削減！

2022.10.31 時点



当院では、手術前麻酔科受診の前に、より麻酔の
理解を深めていただけるよう、事前に「麻酔の説明」
を動画で提供しております。

ご覧いただき不明点等ありましたら、遠慮なく麻酔
科受診の際に、医師にご確認ください。

なお、ご辞退いただいても結構です。
ご案内の際に、遠慮なく外来事務にお申し出ください。

麻酔科受診される方へ

外来事務がご案内
いたします！

Drアバターの活用

-手術前麻酔科受診前に使用-
コンテンツ：全身麻酔・脊椎麻酔用を作成

泌尿器科手術前患者に運用開始

1件あたり５分程度の時間削減が期待できる

泌尿器外来診察室にて



「持参薬鑑別」

ソフトウエア・サービス





主 な 講 演

Digital Transformation in Health 
（WHO）

Development of the Electronic Medical 
Record Using Voice Input System

Hospital Management Japan 
Summit 2021

AI の活用により広がる病院機能の可能性

厚労省トップマネジメント研修 地域基幹病院における働き方改革と DX

日本政策投資銀行 DBJ iHub 講演 地域中核病院が抱える医療現場の課題とデジ
タル化への取り組み事例

主 な 執 筆

医療経営白書 2019 年度版 AI（人工知能）導入による業務軽減で、究
極の働き方改革 と患者に寄り添う医療の実
現！

医療経営白書 2021 年度版 組織力の向上 ガバナンスを効かせた組織づくり

医学のあゆみ 地域基幹病院における AI を活用した働き方
改革への取り組み

成果の対外的発信 実績
（講演：22件 ・ 執筆：23件）



2022.2.22



ＡＩホスピタルとして

多くの患者さんから「さすが共済病院」と言われる。患者にとっては最先
端の医療、技術を提供している病院だと安心感があるようだ。

スタッフとして誇らしい気持ちになる。



組織力

AI技術

先端治療

人材育成

救急治療

テクノロジーを融合した
ヒトにやさしい病院

コロナ対応


